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研究成果の概要（和文）：本研究では自閉症スペクトラム障害（ASD）児の適応的歩行障害について彼らの視覚
認知メカニズムを明らかにすることを目的とした．健常児とASD児を対象として運動方向の弁別課題を行ってい
る際の脳活動を頭皮上脳波で記録したところ，右頭頂側頭部の視運動知覚を識別する領野から事象関連電位であ
るN200成分が記録された．ASD児は健常児よりN200潜時が有意に遅く視運動知覚処理に時間がかかることが示さ
れた．またASD児にてN200潜時と運動機能（MABC2），ASDの重症度（SRS）にて階層的重回帰分析を行ったところ
ASD児の社会性障害に運動障害が併存した場合の彼らの視覚認知機能を予測できることが示された．

研究成果の概要（英文）：We aimed to clarify the visual neural basis of children with Autistic 
Spectrum Disorder (ASD) about an adaptive locomotion. We recorded electroencephalogram (EEG) from 
typically developed children and children with ASD when they performed visual task of direction 
distinguish. All children showed N200 component in the right occiparietal cortex. The latency of 
N200 component was delated in the children with ASD compared with typically developed children. The 
children with ASD need more time for visuomotor process. Hierarchical multiple regression analysis 
was performed for children with ASD between N200 latency, motor function (MABC2) and ASD severity 
(SRS). ASD severity with motor dysfunction estimated the visual recognition.

研究分野：神経生理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ASD児は社会性の認知障害と歩行障害などの運動障害を並存するが，それらと脳機能との関連は明らかにされて
いなかった．本研究では，社会性障害に運動障害が併存した場合に彼らの視覚認知脳機能を予測できることが示
された．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

自閉症スペクトラム障害（ASD）児は適応的歩行障害を示し，歩行中の視運動知覚に関わる視覚

認知機能の脆弱性が指摘されているがその神経基盤は不明である．また社会性障害と高率で併

存する運動障害と視覚認知機能との関連は不明であった． 

 

２．研究の目的 

自閉症スペクトラム障害（ASD）児の適応的歩行障害の原因となる視覚認知機能の神経基盤を明

らかにする．また運動障害を並存する場合に ASD 児の重症度が視覚認知機能を予測できるか検

討した． 

 

３．研究の方法 

健常小児５名（男２名，平均１１±２歳），ASD 児１２名（男１０，平均１１±３歳）を対象と

した．視覚課題ではランダムドット方向弁別課題を実施し頭皮上 32か所から脳波を計測した．

脳波解析では，方向弁別課題によって上下方向へ眼球運動によるノイズを除去するため，独立

成分分析法（ICA）を用いた．その後，加算平均を行い右頭頂後頭部（P8）からの N200 成分潜

時を解析した．運動課題では MABC2（Movement Assessment Battery for Children 2），ASD の

重症度の判定には SRS（Social Responsiveness Scale）を実施した．ASD 児の運動機能と重症

度から視覚認知機能を予測することができないかを検討するため，N200 潜時を従属変数，MABC2

と SRS を独立変数として階層的重回帰分析を行った． 

 

４．研究成果 

すべての被験者から右頭頂後頭部にて N200 成分が認められた．ASD 児は健常小児よりも N200

成分の潜時が有意に遅延し，ASD 児は視覚運動処理に時間がかかることが示唆された．N200 潜

時と運動機能，ASD 重症度との階層的重回帰分析では，MABC2 の下位項目の「バランス」と SRS

の下位項目の「対人的気づき」との交互作用項，MABC2 の下位項目の「バランス」と SRS の下

位項目の「対人認知」との交互作用項，MABC2 の下位項目の「バランス」と SRS の下位項目の

「自閉症的常同行動」との交互作用項のそれぞれにて有意差がみとめられた．ASD 児の社会性

障害に運動障害が併存した場合の彼らの視覚認知機能を予測できることが示された． 
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